
事件とマスコミア私文化 （則的）［詩集
＠
中
嶋

領
雄

同
社
会
的コ
ミユ
ユ
ケ
l

ツョ
γ
の
形
成の
問

題
を
今
日の
中
岡に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は 、

き
わ
め
て
飾品か
し
い
ぷ
泌
で
ある。
その
第一

の
理
由
は 、
今
日
の
山中
岡に
関し
て 、
こ
の
問

題
を
考
え
る
た
め
の
デー
タ
が
決
定
的に
不
足

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り 、
第こ
に
は 、
わ
が
国

の
よ
う
な
情
報
化
社
会
と
線
本
的に
異
なっ
た

コ
ミユ
ユ
ケ
l

ツ怠
γ
体
制
の
な
か
に
今
Hの

中
闘が
位
位
し
てい
る
こ
と
で
ある。
も
とよ

り 、
社
会
的コ
ミュ
ニ
ケ
ー

ジョ
γ
の
鰭
問
題

を
ぬ
きに
し
て
中
同と
い
う
巨
大
な
政
治
社
会

の
流
動
する
方
向
をつ
か
むこ
と
は
本
米で
き

ない
は
ずで
ある
が 、
以
上
の
よ
う
な
訓抽
出の

た
め
か 、
こ
れ
ま
で 、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
な
かっ
た
とい

っ
て
よ
い。
〈
弘
nタは、
「
毛沢
東
政
治の
い刈法

と
伎街」
に
関
述
して
「
ぬ
治指
みとコ
ミュニ
ケ

ゴ

ミ

丘

一

ケ

ー

ち

シ

指

導

と

コ

ミ

王

手

l

わんコン構造

｜

ーシ
ロγ」
の
附胞を
泊じたこ
と
が
ある
が、
必

ずし
も
体系
的な
もの
だとは
忽っ
てい
ない。
拙

著
『
中
間像の
検証』
中
央公
治
社
〈中公
波η〉、

一
九七二
年 、

れ世山間〉

い
ま 、
続
柏妹
都
の
求め
に
応
じ
て
本
自制
を
草

する
た
め
に 、
可
能
な
か
ぎ
り
の
デー
タ
を
集

め
て
は
み
た
が 、
サ都・本
的
な
デー
タ
が
乏
し
い

こ
と
に
変
り
は
ない。
従っ
て
こ
こ
で
は
むし

ろ 、
現
代
中
岡の
社
会
的コ
ミュ
ニ
ケ
l

シg

y
の
問
題
を
解
明
する
手が
か
り
と
し
て 、
中

国
に
お
ける
社
会
的コ
ミュ
ニ
ケ
ー

ジg
γ
の

お
断
面に
光
を
当
て 、
そ
れが
わ
が
凶の
湯ム口

とい
か
に
災
な
り 、
そこ
に
は
い
か
な
る
問
題

点が
存
在
する
か
を
紫
摘
する
こ
と
に
し
た。

〈
顕
教
的
メ
デ
ィ
ア〉
と

〈
密
教
的
メ
デ
ィ
ア〉

周
知の
よ
うに 、
中
間に
お
ける
社
会
的コ

ミュ
ニ
ケ
i
ショ
γ
の
妓
体
と
し
て
は 、
中
国

共
産
党
中
央機
関
紙
で
ある
『
人
民
日
報』
が

絶
対
的か
つ
決
定
的
な
芯味
を
もっ
て
い
る。

最
近の
ラ
ジ
オ
の
者
し
い
脅
及
に
よ
っ
て 、

（一
九六六
年
当
時の
普
及
数一
O
O
O万
台、
現

私は
こ
0

00万
台
近
い
と
推
定
され
る〉
中
国
共

箆
党
小
央
委
員
会の
監
督
下に
同
務
院
放
送
事

業
局が
管
絡
する
ラ
ジ
オ
放
送の
役
割
も
無
視

で
き
ず 、
中
央
人
民
放
送
局（中央人民広信

電品川〉
と
各
地
方
放
送
局
は

午前
四
時
か
ら
午

前一
時
半
ま
で
電
波
を
送りつ
づ
けて
い
る。

テ
レ
ピ
放
送
は
北
京テ
レ
ビ
局〈
北
京川町税ムH〉

を
中
心
に
各
地に
開
局
さ
れつ
つ
ある
が 、
そ

の
拙H
A
wmは
い
ま
だ
制限
ら
れて
お
り
（一
九七

例
年内刀
現花、
約内
卜万台とい
う
総
定
数下が

ある〉、
放
送
時
間
も
中
央の
北
京
テ
ν
ピ
応

で
夕
方か
ら
の
こ
t

三
時
間
程
度の
み
で
ある

か
ら 、
社
会
的コ
ミユ
エ
ケ
ージg
y
の
媒
体

と
し
て
は
ま
だ
大
きな
意味
を
もっ
て
は
い
な

い
ハWラl・
テレビ
は
七at
年五
刀から
北京テ

ν
ピ
ぬで
試験
放送
がおこ
なわ
れ
た）。
もっ
と

もラ
ジ
オ
放
送の
場
合
も
その
内
容
はニ
ュ
ー

ス、
学
羽田
番
組（
各級の
政
治・
思想工
作、
革命

文法、
社
会主
義悠
設の
問也、
間
際
問題な
ど）
が

中
心
で
あ
る
の
で 、
『
人
民日
報』
が
や
は
り

法
制中に
な
る
とい
っ
てよ
い 。
マ
ス・
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
は、
『
人
民
H
報』
の
ほ
か
に 、
形

の
う
え
で
は
民
主的
党
派の
共
同
機
関
紙
で
あ

る『
光
明
円
相靴、
人
民
解
放
軍
機
関
紙の『
解

放
平
線』、
中
国
共
産
党
理
論
誌の『
紅
銀』
の

ほ
か
各
地
方
新
聞と
各
賄側の
以
門
総
が
あ
る

が 、
文
化
大
革命の
初
期
に
『
解
放
本
線』
が

政治工
作
を
主
滋
し
て
突
概
派の
優
勢
下に
あ
13 
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っ
た
ヮ

人
£日
制収圃
を
糾
噂
し
た
よ
う、工
作
だ

を
例
外
と
す
れ
ば 、
や
は
り
中
凶
作パ’W
党
中
山火

機
関
紙
で
ある
引
人
民川
被＼
が
絶
対
的
かっ

決
定
的
な
媒
体
だ
とい
わ
ね
ば
な
ら
ない。

も
と
よ
り 、
以
上
の
よ
う
なメ
デ
ィ

ア
は
い

ず
れ
も
公
的
なメ
デ
ィ

ア
で
あっ
て 、
文
化
大

革
命
矧に
顕
在
化し
た
よ
う
な
非
公
式の
プ
リ

ミ
テ
ィ

ブ
なメ
デ
ィ

ア
で
ある
大
字
報ハ倦新

聞）
や
小

字削祁
（
主
に
ガ
リ
版
刷
り
の
ピ
ラU
が
小

問
の
孜
治
的
澱
動
期に
社
会
的コ
ミュ
ニ
ケ
ー

ジョ
ソ
の
手
段
と
し
て
果た
す
なー味
も
大
き
か

っ
た。
『
人
民
日
報』
か
ら
小ん子
械
に
い
た
る

ま
で 、
こ
れ
ら
を
総
じ
て
〈
顕
教
的なメ
デ
ィ

ア〉
で
ある
と
す
る
な
ら
ば 、
今
川
の
林
彪
災

変で
附明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に 、
4骨
師側の
内・部

・文
件・
党
内
通
迷か
ら
『
参
考
消
息』、
『
参
考

資
料』
の
よ
う
な
「
内
部
刊
物」 、
党
組
織
を

通
ず
る
報
告
制
度
や
上
必
ド

述のコ
ミユ
ユ
ケ

ー
ジョ
ン
の
チ
ャ
ネル
の
よ
う
ない
わ
ゆ
る
H

コ
ミ

など
を
総じ
て
〈
密
教
的
なメ
デ
ィ

ア〉

だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ない。

社
会
的コ
ミュ
ニ
ケ
ー

ジョ
γ
の
桃
逝に
お

け
る
〈
顕
教
性〉
と
〈
密
教
性〉
の
ニ
京構
造

こ
そ 、
今
日
の
中
国に
お
けるコ
ミュ
ニ
ケ
ー

ツ
ョ

ソ
精
進の
大
き
な
特
徴
な
の
で
あっ
て、

こ
の
同側
面
を
理
解
し
な
い
か
ぎ
り 、
小
同の

社
会
的コ
ミ
f－
ケ
ー

ジョ
ン
の
的
問
泌
を
解

明
する
こ
と
は
で
き
ない。
つ
ま
り 、
『
人
民

日
報
の
J
説は、
あ
く
ま
で
も
公
的
なコ
ミ

ユ
ユ
ケ
ージロ
ソ
の
坊に
お
け
る
そ
れで
あっ

て 、
中
岡の
対
外
相胤 ．肱
を
政
策
と
し
て
理
解
す

る
う
え
で『
人
民日
報』の
内
容
分
析
5
25ユ

〉
E－
ZF包
含
及1札山内F』
式
λ
る
こ
と
ほ 、
そ

の
臥
り
で
’仰
効
で
あA
て
も 、
そ
れ
を
もっ
て

小
同
指
碍
却の
対
外
品
ぷ
を
判
犯
す
る
こ
と
は

で
き
ない
の
で
ある。

た
と
え
ば 、
ア
ポロ
十一
号の
刀
枇
芥
到
お

に
つ
い
て
は 、

後述
す
るよ
う
に叶
人
民
n
報』

は
こ
れ
を
報
じ
な
かっ
た
が、
も
ち
ろ
ん、
中

国
指
近・
部
と
中
堅
幹
部に
は、
その
事
実
は
浮

抑制に
伝
達
さ
れて
い
た
の
で
あり 、
ま
た 、
日

中
国
交
樹立
以
前の一
時
期、
小
同
は
n
本

の
現
体
制
を
〈
問
教
的なメ
デ
ィ

ア〉
に
お
い

て
は
もつ
は
ら
事
同
主
義イメ
ー
ク
に
よっ
て

規
定
し
て
い
た
が、
〈
術
教
的
なメ
ディ
ア〉
を

通
じ
て
は 、
日
本
の
社
会
的・
経
済
的
悦
治
を

か
な
り
リ
ア
ル
に
読み
とっ
て
い
た
の
で
あっ

た。
中
国
社
会
の
非
情
報
的
性
格

さ
て 、
〈
顕
教
的
なメ
デ
ィ

ア〉
と
し
て
絶

対
的
な
意
味
を
もっ
『
人
民
日
報』
が
社
会
的

コ
ミュ
ニ
ケl
ツ
ョ

ソ
の
煤
体と
し
て
ど
の
よ

う
な
綾
能
を
来
た
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

は 、
一
般
論
と
し
て
は
と
も
か
く 、
その
実
態

は
あま
り
知
ら
れ
て
い
ない。
い
う
ま
で
も
な

く 、
『
人
民日
報～
は
小
同
共
政
党
の
小
山火後

関
紙
で
ある
が 、
そ
の
作
品品
。中は
必
ず
し
も
向

い
と
は
い
え
ない。

も
とよ
り 、
こ
の
場
合 、
普
及
本が
刈
く
な

い
と
い
う
こ
と
は 、
その
ま
ま
刈
人
民
け
織し

のコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ジョ
ソ
の
似
体と
し
て
の
減

価
を
な
味
す
る
も
の
で
は
ない
が 、
こ
れ
ま
で

唯唯ι
包
ま
れ
て
い
て
様々
な
推
定
が
あっ
た

川
人
KH
胤F
の
恥
火
先行
制
放
が
明
ら
か
に

なっ
た
の
は、
－
九
七二
年
十一
月
の
こ
と
で

あっ
た 。
『
人
民
口
報』
間
際
部
主
任・
隙
波

がヒュ
iム

炎
外
相
d
中
取
材
記
者
間
に
初
め

て
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と 、
その
発

行
部
数は
三
百
四
十
万
部（当時〉
で
あ
る。

こ
の
数
字
を
誌
礎に
算
出
す
る
と 、
昨
七
三
年

八
月
の
中
国
共
産
党
十
全
大
会で
久々
に
明
ら

か
に
さ
れ
た
よ
う
に
小
同
共
姥
党
伐の
総
殺は

二
千
八
百
万
で
ある
か
ら 、
約
八
名の
党
HHに

つ
き一
部の
『
人
民
自
殺』
とい
う
普
及市中で

ある 。
一
方 、
小
同の
総
人口
に
つ
い
て
は
依

然と
し
て一
九
日仏
阿
年の
公
表
以
米、
正
前附な

波
山千の
発
表は
ない
が、
か
り
に
こ
こ
で
は
七

億五
千
万
とい
う
平
均
推
定
似
を
採
用
す
る

と 、
小
闘
で
は
ほ
ぼ二
十
七
人に一
人の
訓
令

で
共
必
党
μが
作花し 、
そ
れ
らの
共
虎
党
以

の
七
名に一
郊の
割
合で
『
人
民
日
報』
が
配

布〈md）
さ
れ 、
全
人口
に
たい
し
て
は、

ほ
ぼ二
百二
十
名に
たい
し
て一
部 、
つ
ま
り

一
郊の
句

人
民
U
訓練』
がニ
行二
十
名で
説ま

れ
る
とい
うこ
と
に
な
る。

わ
れ
わ
れ
は、
ま
ず 、
こ
の
よ
う
な
事
実
を

冷
怖に
把
抑制
し
た
う
え
で
問
題
を
考
え
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い。

こ
の
点
は 、
ある
怠
味で
は
中
間
社
会の
非

的
椴
的
性
物
を
物一品川る
もの
で
あろ
う
が 、
こ

の
よ
う
な
社
会
的
性
的は 、
中
同
社
会
が一
般

に
き
わ
め
て
モ
ピ
リ
テ
ィ
ー

の
低い
社
会で
あ

る
こ
と
と
川
般に
小
同
必
殺の
法本
前
従に
な

る
もの
で
あ
ろ
う。
一
九
六二
年に
中
国の一

山U
H門（
山間
凶
作
必
安市
心
近
い
抑
凶仲
村｝
に一
・刀
刀

・む
初ぶいで
き
た
とい
r
JH
桁L
を
枇
界の
人

び
と
に
すべ
て
解
放
すベ
く 、
そこ
で
知
り
得

た
す什
災の
すべ
て
を
客
観
的
な
デー
タ
に
よっ

て
克
明に
記
録し 、
中
間
決
村
社
会の
息づ
き

を
感
動
的
に
描い
た
ヤ
ソ・
ミュ

ル
ダ
l

ル
の

淘
究
報
告〈郊沢 、
『中関長村か
らの
報
告』 、
中

央公論社）
は、
社
会
主
義
中
国
に
関
する
唯

一
の
信
頼
すべ
き
実
態
報
告
と
し
て
世
界の
学

界で
も
定
評の
ある
もの
だ
が 、
ヤ
ソ・
ミユ

ル
〆
l

ル
の
新
介
す
る
デー
タ
に
よ
れ
ば 、

「
老
解
放区」
で
ある
延
安
近
郊
とい
う
比
較

的
開化し
た
決
村で
ある
は
ずの
柳
林
村の
場

合で
さ
え 、
村
民ニ
行
十二
名の
な
か
で
汁
m

－

北京へ
行っ
た
こ
と
の
ある
者は
た
だ
の一

人（村の
党川記長〉
の
み、
約
都の
西
安へ
行

っ
た
こ
と
の
ある
者
が
村中
で
ニ
人だ
け
とい

う
が
災
が
派
さ
れて
い
る。

一
般にこ
の
よ
う
な
事
実は
あま
り
知
ら
さ

れ
ず、
中
国につ
い
て
の
意
見
や
評
価
ば
か
り

が
む
やみ
に
多い
な
か
で 、
右の
小
さ
な
事
実

は
筑前官で
ある。
こ
の
事
実は
ある
い
は
脊
然

に
感
じ
ら
れ
る
か
もし
れ
ない
が 、
中
間
民
衆

の
社
会
的モ
ピ
リ
テ
ィ
ー

は
今
日 、
一
般に
き

わ
め
て
乏
し
い
の
で
あり 、
隣
川川（削除といっ

ても日本の
抑
制刊肢の
大きさが
昨泊〉
へ
行
く
に

も 、
すべ
て
総
凶へ
中
消
し
て
通
行
必止を
入
手

し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
現
実
を
考
え
た
と
き 、

治の
デー
タ
は
決し
て
驚
くに
他し
ない
もの

なの
で
ある。

むの
二
通
り
の
市
災は一
体
な
に
を
物
一治る

の
で
あ
ろ
う
か。
い
う
ま
で
も
な
く

社
会
的コ

14 
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た
と
え
ば

、
先

の
十
金
大
会

で
明
ら
か

に
な

っ
た
よ

う
に

、『
人
民
日
報』

と
い
う〈
顕

教
的

な
メ
デ
ィ

ア〉
に
お

い
て
は

、
林
彪
は

そ
れ
ま

で
「
劉
少
脊

の
た
ぐ

い
の
ベ
テ
ソ
削」
と
し

て

し
か
呼
ば
れ
ず

、
林
彪
批
判

の
キ
ャ
γ
ペ
l
γ

は
「
批
修
強
風」
運
動

と
し

て
し
か
版
関
さ
れ

て
い
な
か
っ
た

の
に

、
実
際

に
は
す

で
に
林
彪

異
変
〈一
九
七一

年
九
月）

以
降、

「
中
共
中
央

中
発
ハ一

九
七
二
）

口
号
通
知」

や

同
付
属
文

代け
な
い

し
は
林
彪

の

反革

命陰
謀

の
内

と
い
わ

れ
る
「〈
五
七一
工
程〉
紀
要」
や
「
毛
主
席

の

各
地
巡
視
期
間

に
お

け
る
各
地
資
任
者
同
志

と

の
談
話
紀
要」

、「
毛
沢
東

の
江
汗
へ

の
升
節」

な
ど
微
々

な

〈術
教
的

な
メ
デ
ィ

ア〉
に
よ
っ

て
林
彪

の
「
反
逆」

と
「
陰
謀」
が
州
知
徹
底

さ
れて
きて

い
た
経
総
も
、

右
の
よ

う
な
問
題

と
の
関
連

で
こ
れ
を
眺
め
た

と
き
、

き
わ
め

て

リ
ア
ル

に
そ
の

ツ
ロ
セ
ス
が
認
識

で
き

る
の
で

あ
る。ア

ポ
ロ
十
一

号
・
ベ
ト
ナ
ム
和
平
の

報
道
と
大
字
報

も
と
よ
り
中
国
社
会

の
非
情
報
性
は

、
右

に

み
た
よ
両ノ

な
「
受

け
手」

の
側

に
の
み
性
的愉
づ

け
ら
れ

る
の
で
は

な
い。
「
送
り

手」
の
側

で

あ
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
そ
の

も
の
が

そ
の
よ

う

な
非
情
報
性
を
特
訟

と
し

て
い
る
こ

と
は

い
う

ま
で
も

な
い。
つ
ま
り
『
人
民
回
線』
や
中
央

人
民
放
送
局
は

、
い
ず
れ
も
党
中
火

な
い

し
は

同
家

の
意
志
を
伝
迭
す
る
機
能

の
み
を
圧
倒
的

に
来
た
す

の
で

あ
り
、

し
か
も
た
ん

な
る
広
報

的
性
絡
を
超
え

て
政
治
的
・

思
惣
的
オ
リ

エ
ソ

テ
l
シ
ョ

γ
の
直
接
的

な
メ
デ
ィ

ア
で
あ
る
と

い
う
明
白

な
性
絡
を
担
っ

て
い
る。

で
は

、
ニ
ュ
ー

ス
性

と
い

う
点
は
ど

う
か

と

い
う
と

、
園
内ユ
ュ
l

ス
で
も
林
彪
即興
変

の
よ

う
な
大

事件
で
さ、
そ

そ
れ
が
冨
大

で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
即
座

に
ニ
ュ
ー

ス
と
し

て

色註
さ
れ

る
こ
と
は

あ
り
得

な
い

し
、

各
紙似

の
小

本
件

で

も
伝
達
さ
れ

る
ニ
ュ
ー

ス
は
き
わ
め

て
隈
ち
れ

て
い
る。
伝
達
さ
れ

る
ユ
ュ
l

ス
も
、

む
ゐ
ろ

ニ
ュ
ー

ス
と

し
て
よ
り
も

政治
指
滋
上

の
題
材

と
し

て
性
務
づ

け
ら
れ・た
も

の
が
圧
倒
的

に
多

‘U

 

海
外

の
ニ
ュ
ー

ス
に
つ

い
て

も
そ
の
制
約
は

同
様

で
あ
る。
一
九
六
九
年
七
月

の
ア
ポ
ロ
十

一
号

の
月
世
界
到
況
を
中
国
は
こ
れ
ま

で
〈
顕

教
的

な
メ
デ
ィ

ア〉
で
は一
度
も
報
じ

て
い
な

い
こ

と
に
つ

い
て
は
す

で
に
ふ
れ
た
が
（
従っ

て
わ
が
N
HK
の
当
時の
世
紀的
な報
道ぷ

り
と
比

較す
る
こ
とす
ら

で
き

ない）
、

私 ・か
か
っ

て
訪

中
し
た一
九
六
六
年

の
文
化
大
革
命
期

に
外
部

世
界

で
は
中
国

の
国
連
代
表
権
を
め
ぐ
っ

て
カ

ナ
〆
案

、
イ
タ
リ
ア
案
が
連
日
、

新
聞

の
国
際

面
を

に
ぎ
わ
し

て
い
た

の
に

、
中
圏
内
部

の

〈
顕

教
的

な
メ
デ
ィ

ア〉
は

、
こ

の
問
題

に
つ

い
て

も一
切
ノ
l
コ
メ
ソ
ト

で
あ

っ
た
こ

と
を

私
は
記
憶
し

て
い
る。

も
と
よ
り
、

政
策
的

な
配
慮
が
ニ
ュ
ー

ス
の

伝
迷
を
抑

制
し
た
か
ら

に
ほ
か

な
ら

な
い。

こ

の
点

で
は

、
中
間

の
対
外
政
策

に
と

っ
て

も
決

定
的

に
大
き

な
問
題

の
一
つ

で
あ

っ
た
ベ
ト

ナ

ム
和
平

に
闘す

る
中
国

の
報
道

の
例
を

あ
げ
ね

ば
な

ら
な
い。
ベ
ト

ナ
ム
和
平

の
た
め

の
パ
リ
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．放送文化（1974. 6月号）

会
談は一
九六
八
年五
月、
世
界
注
視の
う
ち

に
此
仰
さ
れ
た
か 、
う
川 、
似
底
抗同体の
立
吸
を

ほ
の
め
か
し
て
い
た
中
闘は、
パ
リ

会
談の
開

始
を〈
顕教
的
な
メ
デ
ィア〉

で
は一
切
報
道
せ

ず 、
中
闘
が
初
め
て〈
顕
教
的
なメ
ディ
ア〉
に

お
い
てパ
リ

会
談
に
触
れ
た
の
は 、
な
ん
と
約

一
年
半
後の一
九
六
九
年
十
月に
なっ
て
か
ら

で
あっ
た 。
す
な
わ
ち 、
六
九
年
十
月
八
日
と

九
日
に
北
京
放
送
と
新
華
社
電（『人民日
報』〉

は、
ベ
ト

ナ
ム
問
題
に
関
するユ
ク
ソ
ソ
前
税

を
非
難
し
た
北ベ
ト

ナム
政
府と
南ベ
ト

ナム

臨
時
革
命
政
府の
戸
明
を
報
道
し
た
際
に 、
パ

リ
会
談
に
関
する
偶
所
を
削
除
し
て
報
道
し
て

き
た
従
米の
慣
例
を
放っ
て 、
初
め
てパ
リ

会

談
に
触
れ 、
以
後、
ベ
ト

ナム
和
平へ
の
中
闘

の
態度
変
化が
示
さ
れ
る
よ
うに
なっ
た
の
で

あっ
た。

こ
の
よ
うに
中
闘のマ
ス・
メ
ディ
ア
が
速

報
性
を
京
税し
たニ
ュー
ス
の
伝
迷
手
段で
あ

る
と
もい
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が 、
こ
れ
らの
点につ
い
て
は 、
中
国の
指
滋

者
た
ち
は
十
分
に
円
覚
的で
あ
る
の
み
な
ら

ず 、
そ
の
た
め
の
ぬ
理
を
融
制し
て
い
る
こ
と

を
忘
れて
は
な
ら
ない。

こ
う
し
た
的
問
は 、
「
共
産
主
義
者の
報
道

に
は
競
争は
あ
り
え
ない。
わ
れ
わ
れ
は
党の

指
示
に
従っ
てニ
ュ
ー

ス
報
道の
罰裂
な
点
を

決
定
する
の
で
ある」
とい
う

紡
神ハアラン－

p・
L・
りュ
l
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
情
報
収
集
の

相
い

手l
新
抗下
位
の
中
同
外
交
に
お
け
る
役
訓l」、

－j
十
lナ
ル
・
十
プ・
イ
ン
タ
ナ
γ
a
ナ
ル
・
ァ

7
エ
ア
l
ズL
一
九
七二
年
第二
分、
移
照〉
に
立

脚
する
もの
で
あ
ろ
うが 、
こ
の
点
を
先の

E
人
民
日
誌
宮
際
師叫
1 4
任－
Hm
淡
は
ア
ポロ

十一
号の
問
題
に
閑
述
し
て
こ
う
述べ
て
い

旬。。「
私
た
ち
の
考
え
で
は 、
地
球
上
に
は
ま
だ
ま

だ
解
決
すべ
き
問
姐
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す。

私
た
ち
と
し
て
は
月
で
の
出
来
事よ
り 、
地
球

上
の
事
件
に
読
者が
関
心
を
もつ
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す。」
（一
九
七
二
年
十一
月
の
ヒ
ユ
l

ム
災
外
相
訪
中・取
材
記
者
間
と
の
会
川品。

北京発ロ

イ
9
l
電一
九
七二
年
十一
月一一 ．
口）
と。

さ
て
次
に 、
こ
れ
もい
う
ま
で
も
ない
こ
と

だ
が 、
中
間の
マ
ス・
メ
デ
ィ

ア
に
は 、
い
わ

ゆ
る
「
三
商
記
事」
的
な
社
会 －幽
的ニ
ュ
ー

ス

が
皆
無
に
等
しい
こ
と
で
ある 。
一
方 、
私
見

と
し
て
は 、
中
国
人ほ
ど 、
その
よ
う
な
「一一一

回
沼
市戸」
ない
し
は
社
会
而
的
なニ
ュ
ー

ス
に

本
米 、
敏
感
かつ
関
心の
い仙い
同
氏
は
ない
よ

うに
も
思
う。

こ
う
し
た
断
絶こ
そ 、
文
化
大
革命の
時
期

に
大
字
報ハmm附〉
が
あ
れほ
ど
似
治
し
た

原
闘
で
は
な
かっ
た
か 。
い
う
ま
で
も
な
く 、

大
字
削慨
に
は

事実必
以お
よ
び
立
見表
明
と
し

て
の
機
能が
二
慌に
は
め
こ
ま
れ
て
お
り 、
し

か
も
大
字
報の
氾
殺
が
政
治
闘
争の一
環
と
し

て
き
わ
め
て
有
効
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
事

災
で
ある
が 、
そ
も
そ
も 、
身
近
な工
場ぞ
党

餐HH
会
な
ど
の
機
関の
怜
部の
行
状
公
認に
大

衆
が
あ
れ
ほ
ど
の
関心
を
寄せ
た
原
閃
を
解
く

カ
ギ
の一
つ
は、
中
国
社
会の
非情
報
的
状
況

の
な
か
でつ
のっ
て
い
たエ
ュ
l

ス
や
川川
毅に

たい
する
滞
在
的
な
欲
求不
満
が一
教に
爆
発

し
た
こ
と
に
あっ
た
といっ
て
も
い
い
だ
ろ

う。
つ
ま
り 、
大
宇報へ
の
大
衆の
熱
狂
的
な

関
心
と
移
与は 、

仙川却械に
た
い
する
欲
求
不
満

の
必
発で
あり 、
ま
た 、
従
来 、
情
報
を
抗
接

的に
抑制
ない
し
は
独
占し
て
き
た
と
大
衆
が

川崎
め
た
者（機関の
幹部たち〉
へ
の
大
衆
の
反

逆で
あっ
た
といっ
て
よ
い。

そ
れ
は 、
あた
か
も 、
文
化
大
革
命の一
時

期に
紅
衛
兵
運
動が
あ
れほ
ど
盛
り
上っ
た
の

は 、
すで
に
見た
よ
うに
社
会
的モ
ピ
リ
テ
ィ

ー
の
乏
しい
非
情
報
性
社
会
と
し
て
の
中
国
社

会に
お
い
て 、
「
長
征
隊」
に
よ
る
経
験
大
交
流

（大
小述〉
は 、
情
報
交
換の
解
法
に
よっ
て

日
常
的
な
情
報
不
足
が一
が
に
解
消
さ
れ
る
絶

好の
機
会
で
あり 、
ま
た 、
すで
に
見
たよ
う

に
や一
縫
北
京
な
どへ
は
行
け
ない
の
が一
般
的

な
小
同
政
村
の
汗
少
年
に
とっ
て 、
北
京へ
の

日
出で
無
償の
上
京
が
公
認
さ
れ
た
千
載一
巡

の
チ
ャ
ソ
ス
の
到
楽
だっ
た
か
ら
で
も
あ
ろ

o

 

hhJ

 

こ
の
よ
う
な
小
同
社
会の
的
報
環
－h
を
巧み

に
と
ら
え
て、
こ
れ
を「
大
嶋大
放 、
大
民
主」

迎
動
と
し
て
紋
吹し 、
や
が
て
実
権
派
打
倒へ

の
大
衆
的
忽
附
%
を
熱
狂
的に
形
成
する
こ
と

に
成
功
し
た
毛
以
来の

政治感
覚と
政
治
妓
術

と
は 、
こ
の
点
で
も
き
わ
め
て
卓
越
し
た
もの

で
あっ
た
とい
わ
ね
ば
な
ら
な
い。

『
参
考
消
息』

の
意
味

すで
に
述べ
た
よ
うに 、
ア
ポロ
十一
号
の

川
世
m介
到
況
が一
般
大
衆
に
は
伝
詮
さ
れ
ず 、

ベ
ト

ナム
和
平のパ
リ

会
談につ
い
て
も一
年

半に
わ
たっ
て
その
開
催
事
噌λが
ふ
せ
ら
れ
て

い
た
の
で
ある
が 、
し
か
し 、
そ
れ
は
ハ
顕
教
的

なメ
ディア〉
に
お
い
て
の
こ
と
で
し
か
ない

の
で
ある。
中
堅
幹
部
以
上
は 、
こ
れ
らの
問
題

を
含
め
て 、
か
な
り
実
際
的に
外
部
世
界の
状

況
を
知っ
て
い
る
とい
わ
ね
ば
な
ら
ない。
一

般に
中
国
で
は 、
林
彪
異
変に
よっ
て
クロ
ー

ズ・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
よ
う
な
内
部
文
献（内部

刊物）
と
し
て
の
駅
前官
通
知
や
文件ハこ
れらは

「
党
内
文
件・
注
忍保
存」
と
箔
か
れ
て
い
るυ
、

「
大
限
進」
政
策
後
折
後の
農
村の
状
況と
農

村に
お
け
る
寧
本
工
作の
闘
慾
性
を
記
録し
た

『工
作
通
訊』
や
経
済
制
慾
期
の
中
国
農
村の

突
態や
社
会
主
義教
育
運
動につ
い
て
記
録し

た
『
述
江
文
沿』
など 、
本
来
未
公
開の
秘
衛

文
川で
あっ
た
もの
が
外
部
品位
界に
流
れて 、

ア
メ
リ
カ 、
イ
ギ
リ
ス 、
日
本
な
ど
の
制
非札
機

関
や
学
会
誌
で
発
表さ
れ
たよ
う
な
もの 、
文

化
大
革
命
期に
紅
衛
兵
資
料
と
し
て
内
部で
発

表
さ
れ
た
未
公
開資
料
（たと
えば
『古川仇点思

想万
歳』
の凶時価額の版本）
な
ど
が
あ
り 、

い
ず
れ
も
岳
製
な
中
国
研
究の
資
料に
なっ

て
い
る
が 、
と
く
に
社
会
的コ
ミユ
ユ
ケ
ー

ジ
ロ

γ
の
問
題
か
ら
し
て
注
円
さ
れ
る
の

は 、
新
華
社
編の
内
部
刊
行
物
『
参
考
消
息』

QO致 －m
p）
で
あ
ろ
う。
新
裕
社
は
公
開さ

れ
るユ
ュ
l

ス
の
ほ
か
に 、
『
孝J
消
息』
と

『
参
考
資
料』、
『
極
秘』
の一一一
羽
類の
内
部
文

献
を
発
行
し
て
い
る
とい
わ
れハ
前総 、
アラγ

－
P・
L・
リュ
l
冷
文
お
よ
び
エ。。〈
2－
zz
Ea

ts
f
n。
主
主主
＝
＝
。
ξミミ
ミミ弘、品、
吉じ町
内。
王、
ミ
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事件とー ミス函ヒ （附6月号）特集
11l
〉
n
gミミ
hg
q
h
E
S－
hhv白河
l
sud－

mzz
p
邑
C
E〈Oz－－
ア
呂田∞・

邦訳
『
絞
時
代の

中同L 、
怠隙） 、
こ
の
う
ち 、
『
参
考
消
息』
は 、

世
界の
主
要
通
俗
社の
すべ
て
と
契
約
を
結ん

で
い
る
新
車中
社が
入
手
する
膨
大
な
祉のニ
ュ

ーズ
ハ外電〉
の
う
ち 、
ほ
ん
の
一
部の
もの

の
み
を 、
ニ
ュ
ー

ズ
源
表
示
を
と
り
の
ぞ
き
新

傘
社
向
身で
手
を
入
れ
た
の
ち
「
人
民
日
報』

や
北
京
放
送
な
ど
の
〈
酎州
政
的
なメ
デ
ィ

ア〉

へ
提
供し
た
もの
以
外の
京
WA－－
ュ
l

ス
を
編

ん
だ
もの
で
ある。

『
参考
消
息』
は、
文
化
大
革
命の
初
期に

「
新
聞
峨
線に
お
け
る
劉
少
脊の
奴
誠」
と
し

て
攻
慰さ
れ 、
失
脚
し
て 、
七二
年
十一
月 、

復
活し
た
中
間
報
道
界の
大
御
所 、
呉
冷
商・

新
稽
社
派
『
人
民
日
制限』
社
長（当時〉
が一

九
五
九
年 、
「一－一
面
紅民」
政
策に
示
さ
れ
た

主
観
主
義的
世
界
認
識の
横
行に
抵
抗し
て
発

行
し
は
じ
め
た
もの
だ
と
もい
わ
れ
る
が 、
A

F
P 、
A
P 、
U
P
I 、
ロ
イ
タ
ー 、

D
P

A 、
タソユ
グ 、
タ
ス 、
共
同
な
ど
世
界の
主

要
通
信
社
のニ
ュ
ー

ス
は
も
とよ
り 、
と
きに

は
台
湾の
中
央
通
訊
社
のユ
ュ
l

ズ
さ
え
手
を

加
え
ずに
相開
城し
て 、
中
国の
指
務
者に
た
え

ず
世
界
情
勢
を
生の
ま
ま
伝
達
し
て
い
る。

『
怠
考
消
息』
は
今
日 、
中
級
幹
部
以
上
に

は 、
か
な
り
広
汎に
流
布さ
れ
て
い
る
よ
うで

あり 、
上
級
幹
部
用
に
は 、
さ
らに
『
多
考
資

料、
『
極
秘』
が
配
布
さ
れ
て
い
る
よ
うで
あ

る。ハな
お、『
谷

野J梢川
・訟
に
つ
い
ての
研
究

均支と
し

て
は 、
2
2
ミ
の・
印。一回
若
宮N－
斗 ．、町内
寸ヘミ‘・
h勺為。

足止
2・
と
ご
と
se
－－t
ミ
字句、。、
吉
ミ
司向
。
ε・

2
＝
ρ
ミ
rha
r
ab
Ehh
sn
ORHE
ht
－－
S
之え吋

J『70
0r
za
Oca2
2q
z。・
N吋・
呂田由・
わ
が

国
に
お
い
て
は
六
八
年
五
t
六
月の
『
ゑ
議
長

を
災
例
に
研
究
し
た
布
益
な
崎
文と
し
て、
池
井
俊

「
中
閣の
対
外
理
解

ーーさ
孜
前
日ぽ

李
錫
り
と

し
て

il」、
『
法
学
研
究
〈

皮応大
学日法
学
務〉』

第
四
三
谷
第一
O
サ
が
あ
る）。

こ
の
よ
う
に
し
て、
中
間の
指
摘噌
者
た
ち

が 、
中
嗣に
お
け
る
社
会
的コ
ミュ
ニ
ケ
l
シ

ョ
γ
の一
般
的
なシ
ス
テム
を
隊
れ
た
と
こ
ろ

で
情
報
を
収
集し
て
い
る
が
突
は、
中
間に
お

け
る
社
会
的コ
ミュ
ニ
ケ
i

γu
γ
の
形
成
過

程
その
もの
が
つ
ねに
高
度の
政
治
的・
イ
デ

オロ
ギ
ー

的
な
傾
向
を
もつ
こ
と
を一ホ
す
と
同

時に 、
中
岡
の
対
外
態度（
政銚）
と
対
外
国凶

賊
と
の
ギャ
ッ
プ
が
立
識
的に
形
成さ
れ
る
場

合
も
あり
得る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
とい
わ

ねば
な
ら
ない 。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

情
報
と
の
聞
の
緊
張

そ
れ
に
し
て
も 、
コ
ミユ
ユ
ケ
i

シ
ョ

ゾ
体

制に
お
け
る
政
治
的・
イ
デ
オロ
ギ
ー

的
志
向

が
圧
倒
的に
優
越
す
る
中
国
に
おい
て 、
客
観

的
事
実
と
し
て
の
情
報が
公
認の
イ
タ
オ
ロ
ギ

l
的
認
ぷ
と
衝
突
し 、
両
者の
あい
だ
に
緊
張

関
係
をつ
く
り
だ
すこ
と
が 、
認
識
主
体
と
し

て
の
個
人の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も 、
党
や
組
織

のレ
ベ
ル
に
お
い
て
もこ
れ
ま
で
に
も
し
ば
し

ば
あっ
た。J

句刷出

引い川
桐
例剖
し
て
w e－－ e

九
六
五
年の
イγ
ド
ネシ
ア
九・
三
ONH
件の

ケ
l

ス
を
あ
げる
こ
と
が
で
きる
が 、
そ
れ
は

た
と
え
ば 、
新
都十
社
特
派
員と
し
て
外
凶に
あ

っ
て 、
実
際の
状
況
を
比
絞
的
リ
ア
ル
に
見る

こ
と
が
で
きる
者の
姉
く
イ
メ
ー

ジ
と
中
国
共

産
党の
対
外
態
度に
よっ
て
指
き
だ
さ
れ
る
イ

メ
ー

ジ
と
の
街
突に
よ
る
緊
張
と
なる
場
合
も

あ
ろ‘フ 。

一
方 、
新
告
社
や
『
人
民日
寂・
その
も
の

が 、
党
中
央の
深
刻
な
党
内
闘
争の
草
刈
り
羽

と
な
り 、
ある
い
は 、
その
よ
う
な
党
内
倒rJ’

の
影
簿を
直
接
的に
受
け
て
新
宮
祉
や
『
人
民

日
報』
剣
集
部が
布織の
対
象と
なっ
て
き
た

こ
と
も
本
突で
あっ
た。

こ
う
し
た
背
景に
お
い
て 、
中
国の
代
表
的

なマ
スコ
ミ

人・
只
冷
凶
社
長の
歩ん
だ
山川
折

の
道
を
ふ
り
か
え
る
吠
み
も
興
味
深い
が 、
中

間
が
今
後
国
際
社
会の一
員
と
し
て
の
地
伎を

ま
す
ま
す
肱
大
する
につ
れて 、
こ
の
よ
う
な

イ
デ
オロ
ギ
ー

と
現
実（情報）
と
の
緊
張
関

係が
さ
らに
m
大
する
の
か 、
そ
れ
と
も 、
中

国
自
身の
脱
イ
デ
オロ
ギ
ー

化が
潜
夜
的に
進

行
す
る
な
か
で 、
絞
近の
日
中
関
係
や
米
中
関

係に
み
ら
れ
たよ
うに 、
よ
り
現実
的
な
歩み

を
傑
め
る
の
か 、
段
近の
批
林
批
孔
迎
動の
州

趨
と
も
大い
に
凶
巡
する
の
で
あ
ろ
うが 、
わ

れ
わ
れ
は 、
中
同
の
将
米
を 、
社
会
的コ
ミュ

ニ
ケ
l

シ
ョ

γ
とい
う
枠
組
の
な
か
に
お
い
て

も 、
十
分に
見つ
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ない
で

あ
ろ
う。
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